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子どもたちに伝えたい & 残していきたい わたしたちの思い 

－昔から伝わってきたわらべ歌や遊び（‘花いちもんめ’や‘ずいずいずっころばし’、折り紙、あやとり等） 

を教えてほしい。自分がやろうと思っても記憶が曖昧できちんと見せることができないから。 

－子どもにとって祖父母にあたる人たちと交流の場をもちたいけれど個人ではどうしたらいいかわからない。 

－スーパーなどで上の世代の方に声をかけてもらうと嬉しい。そんな機会をもっと持ちたいと思う。 

－自然の素材を使ったおもちゃ作りなどを教えてもらって子どもにその感触を体験させたい。 

 

現実問題は厳しい 

－会の予算が少ないので講師の方に交通費程度の謝礼を払うのも難しい。無償のボランティアで気軽に 

教えてくださる方がいればお願いしたい。 

－活動場所の確保が難しい。雨がふれば場所が無い…なんていうことも多々ある。 

－新しいメンバーを集めるのに苦労している。 

－うちは会のＨＰを作ってそこへ連絡してもらうようにした。ポスターを作って掲示をお願いしたり 

ぷらっと通信も利用して呼びかけた。 

 －公園で会う親子連れに一人一人声をかけた。地道な努力も必要。 

 

ぷらっと栄は応援します。集まれ、子育て応援隊!! 

－子育て世代の要望をうけとめて世代間の交流を図るのはまさに 

センターの役割。個人では難しい交渉ごともセンターが間に入って 

コーディネートします。今後は講師の件も予算を含めてざっく 

ばらんにご相談を。メンバー集めやポスター作りも応援しますよ。 
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栄区連会承認第 97 号 

「子育て世代を応援したい！」と

いう方は 
ぷらっと栄までご連絡ください

�０４５－８９４－９９００ 

お待ちしています！ 



 

 

センターの研修室は、どんな人たちが、どんな風につかっているの？ 

 

ある一日… 

  

さかえ・日本語の会 

今日は月に一度の定例会。我々の最高決定

機関です。また新規の学習者の情報交換も

行いました。メールで情報のやりとりをし

て済むこともあるけれど、こうして顔を合

わせて話すって大事な事だと思いますよ。

ぷらっと栄は明るくてオープンな場所で好

感がもてます。欲をいえば駐車場があれば

なあ。（樋口さん） 
９：３０～１２：３０ 

朝ですよ～☺ 

楽友会 

 
今日は世話人会です。 
１月の結成１０周年記念行事のため

合わせを行いました。平成２１年も予定が

い。頑張るぞ！ 
ぷらっと栄は駅に近くて便利。文具や備品

ていて自由に使えます。終了後に研修室の

まなくてよいので助かります。スタッフも

だし。ハッハッハ…（牧島さん） 
１３：００～１６：００ 

の準備、打ち

いっぱ

が揃っ

机を畳

気さく

午後～ Go! Go! 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日は 

夜も開いてます☆ 

横浜さかえ男声合唱団 

定期演奏会にむけての最終打ち合わせ

です。たれまくやプログラムの準備、 
弁当手配など決めることが盛り沢山。 

 

研修室は月１回位のペースで使ってい

ます。仕切られたスペースで落ち着いて

話に集中できますし、勤め人がいるので

夜も開いていて助かります。 
１８：３０～２０：３０ 

（平山さん） 

年末年始休館は 12/28―1/3 まで。平常は第 4 日曜のみ休館。月～土曜は 9 時～20 時半まで、

日曜は 18 時まで開館しています。お仕事帰りにもぜひご利用を！ 

２ 



 

 

センターには、どんな相談が寄せられるの？ 
 

上半期（４月～９月）集計で 、「○○を学びたい」という相談ジャンルのトップは、パソコンでした！ 

 

 阿部嘉男さん 
なんと米寿です！  

 
教室の詳細はパソボラ横浜のホームページ 

http://www6.plala.or.jp/phama/ まで  

 ぷらっと栄にチラシもあります 

 

ボランティア人材バンク「さかえ生涯学習サポートねっと」は、どう活用 

されているの？ 

 

多い月は７，８件ものコーディネート依頼があり、年末年始や行事に合わせた催しの出演者依頼が 

増えています。 コーディネートのご希望がある時は… 

  ぷらっと栄は催しが無事に開催されるよう応援します。準備の段階でも困ったときはどうぞご相談を。 

 

催しの内容・月日・ 
時間・場所・対象者・

人数などをお話し 
ください。 

ご希望に沿って「さかえ生

涯学習サポートねっと」の

中から候補を選び、連絡を

とります。 

交渉が成立するまで時間が

かかる場合もあります。 
その間、他の方への交渉は

お控えください。 

依頼者と出演者とをつな

ぎます。詳しい段取りな

どは双方で十分にお話し

ください。 

① ② ③ ④ 

交
渉
成
立 

    

相談員 

３ 

妻に誘われて参加しました。まだ２回目

ですが、メールやインターネットを楽し

みたい。（６０代男性） 

そこで、登録団体「パソボラ横浜」のパソコン教室でインタビュー。
中野地域ケアプラザ教室 

 

それにしてもパソコンって

面白い！す～っとドラッグ

すると、いろんなことができ

ちゃうんだ。

娘が民謡を教えているので、

ポスターやチラシを作って

協力しようと思い、パソコン

教室に参加しました。 

テーマの学習講座も週３回行われているとの事。 

マンツーマンの親切丁寧な指導が進みます。この他に自由な 

この日は一斉授業（エクセル）。しかも生徒の隣に先生が座り 

教室に参加する度に新しい発見があっ

て楽しい。エクセルを家計簿に応用した

いわ。（３０代主婦） 

 

http://www6.plala.or.jp/phama/


これまでの歩み 

 

平成 19 年 区との協働で「庄戸の元気づくり実行委員会」発足 

             （実行委員長 芦川 弘） 

平成 20 年 実行委員集まる 

●生活環境グループ 

「人が集まる花いっぱいの明るい公園づくり」 

●福祉・健康グループ 

  「交流サロン・庄戸」開設 

●コミュニティーグループ「あいさつ看板づくり」 

●生きがいグループ  人材資源の発掘→小・中学校との連携 

「町ぐるみ健康づくりの会・ニコニコクラブ庄戸」発足 

  
 

 

統括の杉谷早苗さん（左）と頼もしき相棒である 

子育てサロン「すくすく」代表の伊藤幸子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園に行ってもあまり人がいなくて 

淋しい思いをしていました。 

こんな近くに 同世代の仲間がいる 

なんてびっくり。母親同士で話が 

できてホントに助かっています。 

～「すくすく」に集まった方々 

１０月１５日‘庄戸の元気づくり実行委員会’の拠点である「交流サロン・

庄戸」が開所した。庄戸１丁目のバス停近く温かみのある手作りの看板が

目印だ。空き家となっていた一軒家が家主の好意により無償で提供され、

内装や庭の整備などは実行委員たちの手によって、ひと夏をかけて行なわ

れた。テーブルや椅子、冷暖房器具、ベビーベッド他必要な品々は住民か

らの寄付で揃えられたという。 

Ｑ： 統括の杉谷さんはこれまでどんな風に地域と関わってきたのですか？ 

 Ａ：定年後、社会との繋がりを求めて栄区ヘルスメイトに参加しました。食についての活動を始め、それが縁で

男性料理グループ「あさの会」のクッキングアドバイザーとなり、今年で３年目です。区の福祉事業の企画・

取材をしたことがきっかけで、地元である庄戸のまちづくりに関わることになりました。 

Ｑ： このサロンに寄せる想いをきかせてください。 

Ｑ： 夢はどんどん広がりますね。 

 Ａ：庄戸を安心で生き生きと生活できるまちにしたいというのが

私たちの願いです。気軽に遊びにきてくださいね。 

交流サロン・庄戸 

子育てサロン「すくすく」毎週水曜日 

多世代サロン「花水木」  毎週金曜日 

   両サロン共 祝祭日休  10:00-16:00 

        利用料１回 100 円 

４ 
 

   電話：０４５－８９４－３７６４ 

 

   場所：庄戸２－７－２１ 

  Ａ：高齢化が進んだ庄戸のまちを活気づけようという意思のもと、実行委員たちのがんばりと地域の方々の 

協力を得て、やっと実現したサロンです。「交流サロン・庄戸」では、子育てサロン「すくすく」と多世代 

交流サロン「花水木」、ニコニコクラブ庄戸の三事業を行っています。庄戸地区にもっともっと若い人たちが

戻ってきてくれることを夢みつつ、高齢者の方々を含む多世代の集いの場となることを願っています。いずれ

は、まちのお助け隊のようなことをやってみたいし、月に一度は講習会やイベントも開いてみたいと思います。



 
 

 

２月６日（金）  ぷらっと栄フェスタ １３：３０～１６：３０ 
会場：さかえ区民活動センター「ぷらっと栄」本郷台駅前横浜銀行３階 

 

栄区の地域活動拠点「ぷらっと栄」が誕生して満２年。この間多くの団体が登録し、活発に 

活動を展開しています。今度の記念イベントは、様々な団体が活動を紹介するフェスタ 

－テーマは「来て、見て、遊んで」－。あなたも一緒に楽しみながら、好きな活動を見つけて 

みませんか？ 

 

  ◆ミニコンサート（グランドハープ、バイオリンと電子ピアノ） 

  ◆ミニ講座   （歴史、パソコン）   

◆体験コーナー （おもしろ科学実験、マジック、似顔絵、折り紙、絵手紙） 

  ◆何か始めたい人、必見！ （活動団体紹介 映像＆パネル展） 

  ◆ワイワイ交流 （オープンカフェ＆ゲームコーナー） 

 
２月７日（土）  ぷらっと栄フェスタ＆栄図書館開館２０周年記念講演会 

            関口知宏が旅した地球 ～出会い・ふれあい・かたりあい～ 
            

        
 

  

 

 

 

 
 

 

 

速報！ 平成 21 年 2 月 6・7 日 ぷらっと栄フェスタ 開催!! 

すべて一人で行った CD もリリースしている。 

また本業の傍らバンド活動をしており、プロデュースから演奏・歌唱を 

関口知宏さんプロフィール 

１９７２年７月１日東京生まれ。俳優。旅人。 

国内外の鉄道旅行に造詣が深くアメリカ留学の経験があることから、NHK

『関口知宏が行く 世界の鉄道の旅シリーズ』でドイツ・イギリス・中国

などを旅する。 
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 Ｑ： 関口さんにとって 「ヨコハマ」 のイメージは？ 

Ａ：中華街を一番に思い浮かべる。家族と時々ご飯を食べにでかけますよ。あとは、港かな。 

Ｑ： 旅の面白さとは？ 

 Ａ：旅イコール自分。旅は人生そのもの。旅にでることによって自分を知る事ができるし、いろいろな場所を訪れる 

度に自分を見つめ直すことができる。みなさんも機会があれば、いっぱい旅に出てほしいと思います。また旅に 

出るとビデオカメラで撮る人がいると思いますが、レンズを通してではなく、自分の目に焼き付けた方がいい。 

そうすることによって旅の重みが違ってきます。旅に出て何かに出会う…一期一会を大切にしたいと思っています。

Ｑ： 栄区民にひと言お願いします！  

 Ａ：海外に行って、改めて日本の良さを感じたことや、自分が旅に出ることによって世界がかわっていくことなど 

   いろいろな体験をお話したいと思います。ぜひ、いらしてください！ 

 
 
 
 関口知宏が旅した地球～出会い・ふれあい・かたりあい～  講師：関口知宏 

 

   日 時 ： 平成２１年２月７日（土） １８：３０～２０：００ （開場１８：００） 

   場 所 ： 栄公会堂 （６００名） 

   応募方法 ： 広報さかえ１月号をご覧ください! 

 
 
  
 



 
 

募集要項 ●往復ハガキ（１枚につき２名まで）に①氏名（ふりがな）②住所・電話番号③講座名『講座の作り方』を 

書いて〒２４７－０００５ 栄区桂町３０３－１９ 栄区役所生涯学習支援係「講座の作り方」担当へ 

１２月２５日（木）必着 ＊応募者多数時抽選 

問い合わせ●栄区役所地域振興課 生涯学習支援係 ℡ ８９４－８９６０ 

 

どなたでも気軽にお越しください！ 
 

日時：平成 21 年 1 月 28 日（水） 開場 13:00  開演 13:30  

会場：栄公会堂（入場無料・先着順） 

出演協力者：レインボー（手話ダンス） 

さかえダンディーズ（コーラス） 

   矢野めぐみ（歌）伊藤正昭（歌）飯田由紀子（ピアノ）

当日は、地域の福祉施設やボランティアグループの即売会を 

ロビーにて行います。 
 

☆ 大森 � ０４５－８９３－１０９５   

メール m-oomori@g bona jp 

 

 

 

楽碁会（らくごかい）～囲碁を楽しむ集い～ 
  

楽碁会はどちらかと言うと囲碁を始めて囲碁の面白さが解かり 

夢中になっている級位者が多く、初段をめざし頑張っている人 

たちの会です。 

（本郷）本郷地区センターにて 毎週土曜日 13:00～ 

（上郷）上郷地区センターにて 毎週金曜日 13:00～ 
（豊田）豊田地区センターにて 毎週水曜日 13:00～ 

    ☆高橋 � ０４５－８９１－８６５１ 

問合せは☆印まで。 あわてないで、チェック！ 

脳の活性化、老化予防を目的に健康麻雀 

（かけない・すわない・のまない）教室を開催 
 

日時：1月 14・21・28 日   2 月 4・18・25 日 

   3 月 4・11・18・25 日 全 10 回共 13:00～15:30

対象：おおむね 50 歳以上 未経験/全回参加可能者 

定員：16 名（応募者多数時は抽選） 

場所：小菅ヶ谷地域ケアプラザ 

講師：日本健康麻将協会講師 

参加費：3,000 円         締切：12 月 22 日（月）

応募方法：電話または来所にて 
 

健康マージャン教室 

ボランティアグループたんぽぽ 

新春童謡を歌う会～歌がつなぐ～ 

健康マージャン教室 

写真募集 !! 

会員募集！ 

☆橋本 � ０４５－８９４－５１６５
 

ヒルサイド「竹の海原」ギャラリーにて 

年齢、電話番号、Ｅメールアドレスを明記。コメントを

別紙に 50 字以内で添付 ＊Ｅメールアドレスのない方

は、はがき（宛先明記）２枚同封 

宛先：〒231-0021 郵便事業(株) 横浜港支店留  

(財)横浜開港 150 周年協会 ヒルサイド市民参加事務局 

「横浜から見た私の富士山」係 

応募期間：2009 年 1 月 1 日～6月 30 日 

写真展 ：2009 年 8 月 25 日～9月 7 日  

横浜開港 150 周年 市民創発プロジェクト 

「横浜から見た私の富士山」～富士山を背景に横浜の美しい

港・街・自然をあなたの目で写し撮ってください～ 
 

応募要項：作品はカラー又は白黒のプリントＬ版サイズ   

・2 点以内で 2007 年以降に撮影された写真 

・作品の裏に紙を貼り、撮影場所（区町名）と住所、氏名、

太田 � ０４５－８９６－０４７１ 

☆小菅ヶ谷地域ケアプラザ(栄区小菅ヶ谷 3-32-12) 

栄区生涯学級ボランティア養成講座 『あなたの力１２０パーセント！講座の作り方』 
 

自分が受講してみたい講座をあなた自身でデザインしてみませんか。地域の仲間の輪を広げ、チラシの達人・カリ 

スマプランナーから学ぶ PR 方法、ぜひこの機会にヒントをつかんでください。皆さんの参加をお待ちしています。 
   

回 日時 テーマ 講師 

１ １月１５日（木）
講座つくりは仲間つくりから 

～１人じゃ何も始まらない～ 

２ １月２２日（木） あなたがデザイン！みんなの講座 

３ １月２９日（木） 企画力発揮！講座が大変身 

NPO 法人 

夢・コミュニティ・ネット 

ワーク 代表 時任 和子 

４ ２月５日（木） “目からウロコ”のチラシの作り方①
ＮＰＯ法人男女共同参画おおた 

理事 牟田 静香 

５ ２月１２日（木）
“目からウロコ”のチラシの作り方 

（実技編） 

栄区社会教育主事補 

栄区社会教育指導員 

６ ２月１９日（木） “目からウロコ”のチラシの作り方②
ＮＰＯ法人男女共同参画おおた 

理事 牟田 静香 

７ 2 月 26 日（木） これで実現！～講座の企画・運営～ 
お茶の水女子大学大学院  

三輪研究室 吉見 江利 

◎時間 全回共 10:00～12:00   ◎定員 40 名 

◎会場 区役所新館４階８・９号会議室 （２月５日のみ区役所本館２号会議室） 

 

 

 

５ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

乾パンを使ったハンバーガーを焼いてま～す！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            

６ 

「栄区をもっともっと良いまちにしたい！」 

地域課題の解決に向けた皆さんの主体的な取組に対して 

区役所が活動資金を援助する制度があるのをご存知ですか？

   

地域のために何か始めたいと思っているあなた！！ 

仲間とともに活動をワンステップ進めたいと思っている 

あなた！！  

ぜひ、チャレンジしてみませんか？ 

《コメント》 

 １０月５日に開催された、「野外を楽しもう！」の 

イベントには、総勢７５人もの子ども達の参加があり、

参加している子ども達の目や表情がとても生き生きと

しいて、年下の子どもの手助けをしている年上の子ども

達の姿も印象的でした。 

 代表の橋本哲芳さんは、『他の団体との交流イベント

がきっかけで、アート感覚あふれる“七色バームクーヘ

ン”を考案できた。今後も色々な団体との交流にチャレ

ンジしていきたい。』と、熱い思いを語っていました。 

竹の先にホットケーキ

の素をかけては焼き、

かけては焼き、かけて

は 焼 き 、 か け て は 焼

き・・・ 
手作りバームクーヘン 

かんぱんハンバーガー 

「野外を楽しもう」会場風景 

７ 

《団体プロフィール》 

ユートピア本郷の会は、子ども達が自由に集まり、活動できる

場を提供することで、自らが考え、判断し、行動できるよう、 

自立心を持った子ども達の育成を目的に活動している、地域の 

人達によるボランティア団体です。 

地域の公園などを利用して、子どもたちの自主企画による 

イベントを通して、地域ぐるみの交流に取り組んでいます。 

主な活動内容としては、野菜づくり、花壇づくり、草刈り等の

公園整備、また、サバイバル術の習得や食べられる野草を食材と

した野外料理、乾パンを使ったハンバーガー作り等の大規模災害

時の復旧対策にも役立つメニューもあります。 

栄区役所地域振興課生涯学習支援係 電話：８９４－８３９５（直通） ＦＡＸ：８９５－６９９０ 

 ★この制度の詳細のお問い合わせ先  ※どうぞ、お気軽にご相談ください。 

今回は、この補助交付を受けて、栄区に“元気”を広げている団体をご紹介します。 



  
 

 
 

 

 

 
 
   

  ４号線を左に折れるとそこから庄戸の 
 ユリノキ並木がはじまる。その数ざっと 
 ２３０本。高さは１０メートルほど、 
ユリノキはよくプラタナスと間違えられる。
春の新緑は特に綺麗で、５月には樹の名の 

 
 

 
 
 
 

由来ともなった、ユリの花に似た可愛らし 
い花をつける。 
並木の中には幹回り１９７センチの 

 
 
 

大木？がある。通りかかるときは手を回し、  
ひと抱えして「太い太い」と褒めてやる。  
それに答えるかのように、年々太くなる 
気がする。横浜市の街路樹の１位は銀杏で 

 
 

２位がユリノキらしい。  
きっと、庄戸並木は横浜で一番の  

ユリノキ並木ではないかと。  
 
 
 
 
  

 
 
  
 
 
 
 
 
 

相談員のひとり言 
 

栄地域史研究会の先生の案内で源頼朝が建立したという

上郷の證菩提寺を訪ねた。この寺の本堂、かの運慶作の

阿弥陀如来像の水晶の瞳にみつめられた瞬間、なんと神

聖な気持ちになったことか…。思えば私と源氏との関わ

りは深い。なにせ出身が源氏前小学校で「源」の字をか

たどった記念の文鎮は３０年も使い続けているし、近く

にあった八幡様は頼朝が旗を立てたという旗ヶ岡八幡神

社…。きっと鎌倉道をたどって源氏に導かれるまま、運

命的に栄区に嫁いできたのね…と一人妄想をめぐらせ

る。そうだ、今度の夏には源氏ボタルを見に行こう！と、

焼芋をほおばりながら、ひそかに心誓うのであった。（Ｈ）

掲・示・板 みなさんからの声 

庄戸のユリノキ並木 堀内 浩二さん 

おススメの本  若竹町 Ｋさん 

投稿コーナー 

 

金子さん 
成田さん 高野さん 

世代間を越えて 
行きかう場所に 
なればいいですネ!! 

素敵な出会いと 
交流の場です。 

活動の輪を広げて 
みませんか。 

ぷらっと栄は情報の 
発信地・・皆さん 
いらしてね。 

こんにちは！おしかけ隊です 

「おしかけ隊」は、ぷらっと栄の応援隊のみなさんです 
        メンバーからひと言 (第２弾) 

 アンサンブル Ei より…合唱団員募集に１９名もの 
応募がありました。コンサートも平成２１年５月 
９日（リリスにて）に決定。がんばります！ 
小菅ヶ谷地域ケアプラザより…麻雀卓・麻雀牌募集 
にお断りするほどのお申し出があり、感激して 
います。マージャン教室も実現しました。 
 

さかえ区民活動センター情報紙  ぷらっと通信  

         

発行  さかえ区民活動センター“ぷらっと栄”  
 〒247-0007 横浜市栄区小菅ヶ谷 1-4-5 横浜銀行本郷台支店 3階           

 Tel 894-9900   Fax  894-9903 
e-mail sa-katudou@city.yokohama.jp 

 http://www.city.yokohama.jp/me/sakae/katudou/

 情報・大募集 !! 次回２月号“ぷらっと通信”

情報締切は１月７日です！ 

開館時間は 
月～土：9時～20時半 
日･祝： 9 時～18 時 
（休館：第 4 日曜・年末 

年始 12/28-1/3)です 

８ 

前号の反響 

     父の戦地  北原亜以子 著 
 
  家族が天寿を全うする事を普通に享受して 
いる日本にも、半世紀まえには我が子の 
入学式や成長を戦地から想像するだけで 
死んでいった父がいた。しかも明るい漫画 
のような絵を娘に送っている。一つ屋根の 
下でも会話が無い現代。 
細やかなコミュニケーションが存在した 
日本と平和の尊さを考えるお勧めの一冊。 

http://www.city.yokohama.jp/me/sakae/katudou/

